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Ⅰ　はじめに
　近年，スポーツ現場では技術力や体力だけではなく心理的
側面が重要視されている。立谷（2015）によると，国立スポー
ツ科学センターの心理グループが行っている心理サポート件
数は 2008 年から増加傾向にあり，スポーツ現場における心理
サポートの重要性が高まってきていることが窺える。
　これまでアスリートにおけるパフォーマンスとこころの関
係についてはいくつか先行研究が行われ，森ほか（2011）の
心理的競技能力，試合中の心理状態，および競技パフォーマ
ンスの関係についての研究では，競技パフォーマンスが競技
中の心理状態と大きな関連があることが明らかになっている。
また，橋本ほか（1987）は「スポーツ選手が競技場面におい
て，過度の不安や緊張状態に陥ると，パフォーマンスが低下
してくることは一般的に知られた事実であり，その対応策を
考えることは競技力を高める上において重要な課題である」
と述べているように，競技場面で実力発揮が思うようにでき
ない原因の一つとして不安が挙げられる。西野（2011）によ
る 9 人制バレーボール選手を対象とした研究では，レギュラー
選手の方が非レギュラー選手に比較して不安傾向が低いこと
が明らかになっており，スポーツ場面での実力発揮には不安
が関与していることが考えられる。しかしながら，アスリー
トの不安に着目した先行研究は数少なく，解明されていない
部分が多い。
　Spielberger（1966）の状態不安―特性不安理論によると，
不安は特性不安・状態不安・心理的過程としての不安の 3 つ

に分類される。本研究で扱う特性不安は個人の性格特性に由
来する不安になりやすい傾向のことであり，その場の状況に
左右される一時的な不安ではなくパーソナリティに関わるも
のであるため，特性不安は性格特性と何かしらの関係がある
ことが予想できる。アスリートの特性不安と性格特性に着目
した先行研究を概観すると，新体操競技者の特性不安と心理
的競技能力の関係について検討した土屋・中澤（2021）や大
学生アスリートを対象とした福井ら（2014）が確認される程
度であり，今後の知見の蓄積が期待される。
　本研究では，これまで当該分野の研究実績が少ない大学生
テニス選手を対象に競技特性不安と性格特性との関係を明ら
かにする。具体的には次のリサーチクエスチョンについて検
討する。1．競技特性不安と心理的競技能力の関係の解明。2．
競技特性不安と性格特性の関係の解明。また，前述の 1，2 に
より得られた結果を調査対象者の競技力向上や心理サポート
にフィードバックすることも目指す。

Ⅱ　方法
1．調査時期
　2020 年 12 月に調査を実施した。

2．調査対象者
　表 1 の通り某私立大学硬式テニス部に所属する男女 30 名

（平均年齢：19.29 歳）であった。競技経験年数は平均約 12 年
であり，競技レベルは全日本学生テニス選手権大会出場レベ
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ルが 12 名，関東学生テニス選手権大会本戦出場レベルが 4 名，
関東学生テニス選手権大会予選出場レベルが 14 名であった。

表 1　調査対象者内訳

 

 

 

 

 

 

 

女子 男子 合計

1年生 3 4 7
2年生 3 7 10
3年生 4 9 13
合計 10 20 30

表1　調査対象者内訳

CP ：義務感，責任感，信念，理想の追求などの側面に関わる心性

NP ：受容，思いやり，自他の心身の育成などの側面に関わる心性

A ：論理性，合理性，客観性，計画性などの側面に関わる心性

FC ：自主性，活動性，積極性，創造性などの側面に関わる心性

AC ：協調性，社会性，妥協，依存などの側面に関わる心性

                 表2　5つの自我状態

競技意欲 精神の安定・集中 自信 作戦能力 協調性 DIPCA.3総得点
精神的動揺 -.271 -.745 ** -.569 ** -.494 ** -.366 * -.599 **
勝敗の認知的不安 .087 -.534 ** -.289 -.125 -.163 -.217
身体的不安 -.096 -.599 ** -.277 -.095 -.309 † -.327 †
競技回避傾向 -.229 -.585 ** -.371 * -.206 -.182 -.411 *
自信喪失 -.390 * -.694 ** -.776 ** -.656 ** -.394 * -.716 **
TAIS総得点 -.229 -.772 ** -.566 ** -.400 * -.352 † -.564 **
Note)**p<.01, *p<.05, †p<.10

表3　競技特性不安と心理的競技能力の相関関係

精神的動揺 勝敗の認知的不安 身体的不安 競技回避傾向 自信喪失 TAIS総得点

CP .068 .142 .146 .063 -.105 .072
NP .038 .268 .034 .207 -.149 .083
A .172 .198 .067 .193 -.144 .113
FC .028 .200 -.038 .027 -.208 -.005
AC .208 .467 ** .172 .317 † .171 .312 †
Note)**p<.01, †p<.10

表4　競技特性不安と性格特性の相関関係

3．調査方法
　フェイスシート，競技特性不安診断検査（Trait Anxiety 

Inventory for Sport，橋本ほか，1993，以下 TAIS），心理的競
技 能 力 診 断 検 査（Diagnostic Inventory of Psychological 

Competitive Ability for Athletes，徳永・橋本，1988，以下
DIPCA.3），桂式自己成長エゴグラム（桂ほか，1999，以下エ
ゴグラム）を用いた質問紙調査を実施した。フェイスシート，
TAIS の回答には Google フォームを，DIPCA.3 には集合調査
法を用いて回答を得た。なお，調査対象者には守秘義務の厳
守，得られたデータは本研究の目的以外には使用しないこと
を説明し，データ使用の了承を得た。
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　氏名，年齢，性別，学年，競技経験年数，所属チーム等の
記入を求めた。

5．TAIS
　試合前になると一般的に不安になりやすいかどうかの傾向
を測る中学生から社会人を対象とした尺度であり，橋本ほか

（1993）により作成された。精神的動揺，勝敗の認知的不安，
身体的不安，競技回避傾向，自信喪失の 5 因子 25 項目で構成
され，25 の質問に 4 件法（いつもある：4 点，しばしばある：
3 点，ときどきある：2 点，めったにない：1 点）で回答し，
総得点が高い人ほど不安を感じやすいことを示す。

6．DIPCA.3
　スポーツ選手の一般的な心理的傾向としての心理的競技能
力を測定する中学生から社会人のスポーツ選手を対象とした
尺度であり，5 つの因子（競技意欲，精神の安定・集中，自
信，作戦能力，協調性）と 12 の下位尺度（忍耐力，闘争心，

勝利意欲，自己実現意欲，自己コントロール能力，リラック
ス能力，集中力，自信，決断力，予測力，判断力，協調性），
及び Lie Scale（4 項目）で構成される。質問は計 52 項目あり，
5 件法（いつもそうである：5 点，しばしばそうである：4 点，
ときどきそうである：3 点，ときたまそうである：2 点，ほと
んどそうでない：1 点）で回答する。

7．エゴグラム
　アメリカの精神科医であるエリック・バーンにより創始さ
れた交流分析理論に基づいて作成され，自我状態を量的に表
し人の感情，考え方，行動の仕方を分析し，5 つの自我状態

（表 2）の間に流れている心的エネルギーの給付状況をグラフ
化したものである。デュセイによると人はそれぞれ一定量の
心的エネルギーを持ち，5 つの自我状態のうち 1 つのエネル
ギー量が増すと他の自我状態のエネルギー量は減り，心的エ
ネルギー量の合計は全体として一定であるとされている。

8．統計解析
　TAIS の 5 因子（精神的動揺，勝敗の認知的不安，身体的不
安，競技回避傾向，自信喪失）及び総得点と DIPCA.3 の 5 因
子（競技意欲，精神の安定・集中，自信，作戦能力，協調性）
及び総得点の関係，TAIS の 5 因子とエゴグラムの 5 つの自我
状態（CP，NP，A，FC，AC）の関係を明らかにするために
相関分析を行った。分析には HAD ver.16（清水，2016）を使
用し，有意水準は全て 5％とした。相関係数については山田・
村 井（2004） に 倣 い，0.2 ～ 0.4 を Small，0.4 ～ 0.7 を 

Medium，0.7 ～ 1.0 を Large とした。

Ⅲ　結果及び考察
　今回使用した TAIS，DIPCA.3，エゴグラムの内的整合性を
検討するため信頼性係数（Cronbachʼ s α）を算出した。その
結果 TAIS のα係数は，精神的動揺で 0.85，勝敗の認知的不安
で 0.87，身体的不安で 0.85，競技回避傾向で 0.85，自信喪失
で 0.86，TAIS 総得点で 0.88 であった。DIPCA.3 のα係数は，
競技意欲で 0.77，精神の安定・集中で 0.73，自信で 0.68，作
戦能力で 0.69，協調性で 0.76，DIPCA.3 総得点で 0.88 であっ
た。また，エゴグラムのα係数は CP で 0.63，NP で 0.37，A

で 0.36，FC で 0.48，AC で 0.71 であった。エゴグラムにおけ
る NP の 0.37，A の 0.36，FC の 0.48 というα係数は，0.60 以
上であれば受け入れ可能との報告 ( 小宮・布井，2018) を用い
た場合でも低値であるため，本研究において得られた知見に
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ついては参考資料とする。

1．競技特性不安と心理的競技能力の相関関係
　TAIS と DIPCA.3 の各因子と総得点において相関分析を行っ
た結果，以下の表 3 の通りとなった。分析の結果，TAIS 総得
点と DIPCA.3 総得点との間に中程度の負の相関関係がみられ
た。各因子では，TAIS の精神的動揺と DIPCA.3 の精神の安
定・集中の間に強い負の相関関係，TAIS の勝敗の認知的不安，
身体的不安，競技回避傾向，自信喪失と DIPCA.3 の精神の安
定・集中の間に中程度の負の相関関係がみられ，特性不安の
強い選手ほど競技場面において精神的に乱れやすい傾向にあ
ることが示唆された。
　TAIS の競技回避傾向と DIPCA.3 の自信の間に弱い負の相関
関係が，TAIS の精神的動揺と DIPCA.3 の自信の間に中程度の
負の相関関係が，また TAIS の自信喪失と DIPCA.3 の自信の
間に強い負の相関関係がみられた。DIPCA.3 の作戦能力は，
TAIS の精神的動揺と自信喪失との間に中程度の負の相関関係
が，また DIPCA.3 の協調性は，TAIS の精神的動揺と自信喪失
との間に弱い負の相関関係がみられる結果となった。
　福井（2014），土屋（2021）の研究では TAIS の全ての因子
と精神の安定・集中において強い負の相関関係がみられたこ
とが報告されており，本研究ではこれらの先行研究を支持す
る結果となった。大きな相違点として，土屋（2021）の女子
新体操選手を対象とした研究では TAIS の各因子と DIPCA.3

の作戦能力において負の相関関係が確認されていないのに対
し，本研究では TAIS の精神的動揺，自信喪失と DIPCA.3 の
作戦能力との間に中程度の負の相関関係が確認できた点が挙
げられる。
　福井（2014）はスポーツ現場においての特性不安は環境や
状況だけではなく性別や関わっている種目も影響してくると
述べており，本研究の結果はテニスの競技特性が表れたもの
ではないかと考察できる。土屋（2021）の先行研究の対象で
あった新体操は，決められた演技構成をいかにミスなく披露
できるかが重要となるクローズドスキルに基づく審美系競技
である。一方テニスの場合，勝敗やパフォーマンスの出来栄
えは対戦相手や天候などの外的要因の影響を受けるため，時々
の状況に応じて作戦を練る必要がある。つまり，オープンス
キルの要素が強いテニスでは新体操以上に作戦能力の要求度
が高くなると考えられる。したがって，テニス選手を対象者

とした本研究では，作戦能力と自信喪失，精神的動揺との間
において負の相関関係がみられたと推測される。　
　また，土屋（2021）の先行研究では TAIS の勝敗の認知的不
安と DIPCA.3 の自信において負の相関関係がみられたが，本
研究では同様の相関関係は確認できなかった。全てのミスが
減点対象となり，また競技中にそのミスを挽回することがで
きないといった競技特性を有する新体操の場合，反復練習に
より獲得した自信の程度がパフォーマンスや勝敗に対する認
知的不安の程度と密接に関係している。他方，テニスの場合
は練習を重ねたとしても試合の結果は時々の状況に応じて変
化するため，練習通りにプレーすればいいとは限らない。し
たがって，この点についても試合内容が予測できないテニス
の競技特性が表れたのではないかと推察される。
　以上のように，競技特性不安は対象とする競技により異な
ることが示唆された。大学生テニス選手においても不安はパ
フォーマンスに影響があることが考えられ，特に DIPCA.3 の
精神の安定・集中と TAIS のすべての因子の間に負の相関関係
がみられたことから，精神的に不安定な状態に陥ると大学生
テニス選手のパフォーマンスは低下する可能性がある。した
がって，特性不安が強いテニス選手は，あらかじめ適切な対
処行動を講じておく必要があると考えられる。

2．競技特性不安とエゴグラムの相関関係
　TAIS とエゴグラムにおいて相関分析を行った結果，以下の
表 4 の通りとなった。TAIS の勝敗の認知的不安とエゴグラム
の AC との間に中程度の相関関係がみられ，AC 以外に TAIS

との相関関係は確認できない結果となった。
　エゴグラムの 5 つの自我状態のうちの 1 つである AC は協調
性や社会性に関わる心性であり，順応した子供の自我状態と
言われている。末松ほか（1990）は，AC 優位型のエゴグラ
ム・パターンを持つ人の否定的側面として，自分に自信が持
てず結果を気にする，あまり積極的に行動ができない，周囲
からの指示待ちタイプである点などを挙げている。TAIS の勝
敗の認知的不安を測る質問項目には「負けた時のことが気に
なる」，「試合内容が悪いのではないかと不安になる」などの
内容があり，これらは自分自身だけに関わるものではなく負
けた時に周りにどう思われるのか，試合内容が他人から見た
時に悪いのではないか，というように周りの目を気にする内
容である。これらは AC の否定的側面が表れていると考えられ

表 3　競技特性不安と心理的競技能力の相関関係
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自信喪失 -.390 * -.694 ** -.776 ** -.656 ** -.394 * -.716 **
TAIS総得点 -.229 -.772 ** -.566 ** -.400 * -.352 † -.564 **
Note)**p<.01, *p<.05, †p<.10

表3　競技特性不安と心理的競技能力の相関関係

精神的動揺 勝敗の認知的不安 身体的不安 競技回避傾向 自信喪失 TAIS総得点

CP .068 .142 .146 .063 -.105 .072
NP .038 .268 .034 .207 -.149 .083
A .172 .198 .067 .193 -.144 .113
FC .028 .200 -.038 .027 -.208 -.005
AC .208 .467 ** .172 .317 † .171 .312 †
Note)**p<.01, †p<.10
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る。つまり，AC の他者肯定自己否定的な側面が，勝敗の認知
的不安と密接にかかわっている可能性が示唆されたと考察で
きる。
　中澤（2011）は，大学生テニス選手を対象とした研究にお
いて，競技成績別にエゴグラムをみると男女ともに上位群に
おいて FC の方が AC より高位であり，下位群では AC の方が
FC より高位であり，大学生テニス選手の実力発揮には FC が
主要な役割を果たしているということを明らかにしている。
これらのことから，高値の AC は大学生テニス選手の競技場面
において実力発揮を妨げる一要因になる可能性があると考え
られる。
　本研究で着目する特性不安は，個人が持つ気質的側面が強
い性格特性であるため , 意図的に変化させるのは簡単ではな
い。では，不安感情が強く AC 高値の選手に対してどのような
アプローチが有効なのだろうか。
　村上ほか（2000）の高校生男子テニス選手を対象としたメ
ンタルトレーニングの有効性についての研究では，メンタル
トレーニングの実施により心理的競技能力の向上，特性不安
の減少の効果がみられたことが報告されている。この研究は
高校生男子テニス選手を対象に 3 ヶ月間に 20 回のメンタルト
レーニングを実施し，トレーニング前後の DIPCA.3 と TAIS

の変化について調査したものである。結果として DIPCA.3 に
おいてはメンタルトレーニング後にすべての値が向上し，複
数の尺度では有意差がみられ，因子別では精神の安定・集中，
自信で有意に得点が向上したことが明らかになっている。
TAIS においてはメンタルトレーニング後に各因子とも不安得
点が低下し，勝敗の認知的不安において有意な低下がみられ
ている。TAIS 総合得点においても有意な変化がみられ，メン
タルトレーニングにより不安が低減した可能性が示唆されて
いる。この先行研究から，メンタルトレーニングは競技特性
不安の軽減に効果があり，特に勝敗の認知的不安を有意に低
下させる可能性があると言える。したがって，AC の値が高く
勝敗の認知的不安を抱きやすい選手に対してのアプローチと
して，メンタルトレーニングがひとつの有効な手段となると
考えられる。

3．総合考察　
　これらのことから，大学生テニス選手において不安とパ
フォーマンスの間にはネガティブな関係があると考えられる。

しかし，八木ほか（2007）は「不安はパフォーマンスを促進
することもあれば，逆にパフォーマンスを抑制することもあ
る」と述べており，不安がパフォーマンスに悪影響を及ぼす
とは断言できない。つまり，不安傾向が高い選手が不安を軽
減することができればパフォーマンス向上に繋がるとは一概
には言えない。土屋（2021）も言及しているように，本研究
で扱った特性不安はその時の状況によって引き起こされる一
時的な不安ではなく，先天的なものであるため，メンタルト
レーニングなどで不安を軽減するのは難しいと考えられる。
そのため，不安で悩むアスリートに対して関わる際に不安を
払拭しようとするのではなく，どのように向き合っていくの
かを考えることが大切ではないかと思われる。
　福井（2014）の研究では，「防衛的悲観主義者」として不安
を持ちながらも優秀な競技成績を収める大学生アスリートの
存在について明らかにしており，「不安は取り除くべき障害と
いう否定的側面だけではなく，実力発揮に繋がる肯定的側面
にも成り得る」と述べている。石山ほか（2020）は防衛的悲
観主義者に関する研究において，「不安を感じやすい防衛的悲
観主義者においては，無理に楽観的に考えようとすると，準
備不足に注意が向かい，かえって不安が増幅するため，十分
な事前準備に時間を割くことが効果的な方略である」と述べ
ている。つまり，不安になりやすい選手に対して無理に不安
を取り除こうとすると，逆効果になる可能性が高いのである。
これらのことからも，不安傾向が強い選手に必要なことは不
安の軽減だけではなく，自分自身の不安と向き合いうまく付
き合っていくことだと言える。

Ⅳ　まとめ
　本研究では，大学生テニス選手の特性不安と心理的競技能
力および性格特性との関係について検討した。その結果，競
技特性不安を測定する TAIS の 5 因子と DIPCA.3 の精神の安
定・集中，自信の因子との間で負の相関関係が認められた。
また，競技特性不安と性格特性との関係については，AC の自
我状態が勝敗の認知的不安にマイナスの影響を及ぼす可能性
があることが示唆された。また，先行研究との比較により，
競技種目によって特性不安と心理的競技能力の関係性は異な
ることが確認できた。
　本研究の課題として，性別や競技レベル，ダブルスやシン
グルスなどで分類をした分析ができていない点が挙げられる。

表 4　競技特性不安と性格特性の相関関係

 

 

 

 

 

 

 

女子 男子 合計
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3年生 4 9 13
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先に述べたように，先行研究では特性不安は性別や種目，性
格特性の側面が大きく影響していることが明らかになってお
り，対象者を分類して調査を行うことでより有益な結果が得
られると考えられる。また，大学生テニス選手において不安
がパフォーマンスに影響を及ぼす可能性があることは示され
たが，不安が高い選手に対してどのようなアプローチが有効
なのか，また選手がどのように不安と向き合い，パフォーマ
ンスの向上を果たすのかについて本研究からは明らかにでき
ない。したがって，不安に対してどのように向き合っていく
べきなのか具体的な方法を考えること，また不安への対処法
を講じた場合，対象者の心理的側面がどのように変化するの
かについて事例検討等を通じて明らかにする必要がある。
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